
#4「桑原滝弥」　馬野ミキ

２ちゃんねる詩・ポエム板から飛び出し、自分が東京の朗読シーンに顔を出すようになった頃
名古屋から肉体派?の朗読詩人がやってくるとうことで多分高円寺のライブハウスに出向いた
当時SNSは無く、誰かに会う為にはたいていその「現場」に出向く必要があった
タッキー(桑原滝弥)は、ほどなくして上京し
当時付き合っていた彼女の次にミキくんがうちに来てる、と言ってくれた
タッキーが想いを寄せていた彼女とつきあって別れた、その一部始終を
自分は少し離れたところから見ていた
タッキーの部屋での、その会話のなかから谷川俊太郎さんトリビュート朗読会「俊読」も生まれた
ネットラジオの小さな仕事を振ってくれたことがあったなあ
詩人とアイドルの卵みたいなのが詩で対決をして、自分が空気を読まずリスナーに大口を叩いたこ
とについて帰り際
「あれ良かったよ」と言ってくれた
確か一万円もらった割のいい仕事だったと思う
タッキーは幾つかほど自分より年上だが、だいたい年下の人からもタッキーと呼ばれていた気がす
る
つらさを体験してきたからこその、笑いややさしさや包容力があり
そこは少し自分と似ているところがあると思う
人の輪の中心にいても、１人ぼっちが似合うというか・・・
ミッドナイトプレスの最終号での対談にて、互いに詩をする前にパンクロックをしていたという共
通点も
大阪への遠征ではなじみだという安宿で共に眠った

タッキーは数年前に家族で山口に渡った
送別朗読会を蛇口君と共催した
山口には、当時歌舞伎町で詩のワークショップをしていた陳樹立(チェン・スウリー)君も帰郷してお
り
何か馬が合ったのかも知れないね
山口でも朗読会(オープンマイク)を企画し
先日は、自分の詩集を山口のブックマンションHONYAらDOさんに置いてくれるということで電話
があった
年に一二度くらい多分電話をするのだと思う
出会った当時には使わなかった敬語を、たまにお互い使ったりもするようになった

出会ったころ、既にタッキーは酒を飲まなかったが自分が飲む方なので
さり気なく居酒屋に誘導してもらったり、よく気を使ってもらったなと思う
それは元々お互いに短気だからかもしれない
自分がいかに怖い人間であるということが分かれば、他人がいかに怖い人間であるかということも
分るからだ



自転車の後ろに俺をのせ、区から区へ横断した
ペダルはぐいぐいと東京の坂道を昇った

先日タッキーの自伝詩集が出た
「詩人失格」というタイトルであった
出版を記念する全国行脚、新宿での朗読会にて久し振りにタッキーと会った
ふたりで非常階段に座って煙草を吸った。

桑原滝弥　情報ブログ　http://shijinrui.blogspot.com/


